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韓国国立古宮博物館の約近代磁器は1500点 の内確認されている 日本製が約1300点 ある。
そしてその半分に当たる約600点 が、現在名古屋の則武地に本社があるノリタケの製品であ
る。残 りの磁器の中では、有田焼で有名な佐賀県 に本社がある 「香蘭社」の磁器な どである。
これ らの磁器は、 日本の近代芸術品として注 目され、近年優れたデザインの分野の研究や、




発点である。磁器の始 まりは1592年 ～1598年 朝鮮侵略の時まで遡る。その際、鍋島藩主によ
って連行された朝鮮人陶工の一人である李参平が有田の泉山で磁石を発見し、焼成に成功し
たことか ら始まった。韓国か ら日本に広がった磁器が300年 が過ぎた近代で、逆に韓国に流
入 し、西洋式食生活に影響を与えた事は非常に興味深い。
本研究では、これまで見 られなかった近代 日本磁器(オ ール ド・ノリタケ)の 大韓帝国か
ら日韓併合時代の皇室への流入背景について、時代背景、日本磁器の誕生の背景(有 田焼)、










第2章 、有 田焼(磁 器)で は、有 田焼の時代背景や香蘭社の歴史などを述べて韓国国立古
宮博物館にある香蘭社の磁器の年代を推測する。次に、「有田焼の陶祖である李参平」につい
て述べ、有田陶(磁 器)の 誕生の歴史的な背景を史料か ら分析 した。この結果を用い、日本磁
器への影響力や現在韓国で問題になっている李参平の経緯や生年 日について指摘する。日本
磁器の始 まりは、朝鮮人陶工の李参平が1616年 に泉山磁石場で磁石 を発見 したのがきっかけ
である。李参平が磁器の焼成に成功すると、この新 しい堅固な焼き物は、間もなく多 くの人々
の関心の的とな り、陶器から磁器への流れは有田を中心に広がった。有 田焼は伊万里焼とも
呼ばれてお り、この呼び方はこの有 田磁器は近 くの伊万里港か ら国の内外に出荷されたこと
か ら来ている。その後1640年 代に有 田で生産された磁器が世界に進出 し、有田磁器は日木を
代表する伝統文化としてその名を高めた。有田磁器に李参平が寄与 した功労は確かなことで
ある。
第3章 では、「オール ド・ノリタケ」の歴史についてや、国内外での 「オール ド・ノリタケ」
の影響力について述べる。元来貿易業者であった森村組は、アメリカ 市場で大量販売が見込
めるコーヒー茶碗などの洋食器に着 目し、瀬戸地方の窯元な どに素地生産を委託 していた。
陶磁器が輸出の主力商品に育った結果、1890年(明 治23年)京 都に初の専属画付工場 を建設
し、名古屋、東京でも画付(ノ リタケでは絵付のことを画付と呼ぶ)を するようになる。日米
貿易を目的として、 日本で雑貨を仕入れて、その商品をニューヨークで小売することか ら業
績を拡大した。そ して売れ行きがよ く、壊れるものだか らこそ一定の需要が持続する陶磁器
を注力商品に して、愛知 ・瀬戸に近い名古屋に拠点を移動することを決定 した。つ いに1904
年名古屋駅に近い 「則武」の地に本格的な食器 メーカーが誕生 した。そ して、研究 目的であ
る韓国国立古宮博物館にあるノリタケ磁器の実態を把握 し、インタビュー調査や時代背景な
どを参考にして 「近代 日本磁器の大韓帝国の皇室への流入背景」 を仮説などの方法を利用 し
て提案する。 さらに、ノリタケ社の洋食器の背景について述べた。明治末期の重要な万国博
覧会について も触れ、ノリタケ社の洋食器が輸出され世界的 日本のノリタケ社の名を広げた
のは万国博覧会で 日本の工芸品が人気であったことか ら始まっていることな ども説明 した。




また、国内外での 「オール ド ・ノリタケ」の影響力を示す。元来貿易業者であった森村組
は、陶磁器が輸出の主力商品に育った結果、1890年(明 治23年)京 都 に初の専属画付工場を
建設 し、名古屋・東京でも画付をするようになる。そ して、日米貿易を目的とし、日本で雑貨
を仕入れ、その商品をニューヨークで小売することか ら業績を拡大した。 日本陶器合名会社
(現在のノリタケカンパニー)は 、創立か ら10年 の時 を経て、1914年 、日本初の洋食器セ





立て これを裏付 けた。ここで鍵 となったのが 「朝鮮王公族」であった。 これは帝国日本の準
皇族 となったため大韓帝国の国章である李化文が日本でもほぼ同じ形の御紋になったことで
ある。韓国国立古宮博物館 に所蔵されている洋食器の裏印が国内用であったことは、 日本内
の王公族であることか ら考 えると当然のことである。 また、李王家 と梨本宮家の婚約のこと





この孔雀 と桜花紋ではな く、キジと李化文であった。す ももの形を模様化した李化文が桜花
に勘違いされていることは韓国内でもよくある。キジも孔雀 と似ていることか らインタビュ
ーを受けた人が勘違いした と考えられる。 さらに、 ノリタケ社のインタビュー調査の時、韓
国にある洋食器は、 日本で も一部の皇族 しか使ってなかった限られた上品なデザインである
ことも確認した。その ことをまとめると韓国国立古宮博物館 にあるオール ド ・ノリタケ社洋
食器 は、1920年 梨本宮方子が李垠(榮 親王） と結婚 をした時に嫁入 り道具 として持っていた
ことであると推定出来る。
解 明できた点は必ず しも多くはないが、オール ド・ノリタケ社の洋食器が韓国国立古宮博
物館 に入った年代やルー トを明らかにするにあったって若干なりとも寄与できたと思われる。
